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上期は2022年度の基本方針に掲げている「協同のネットワーク」を意識した事業運営に取り組みました。
相談事業では「くらしの相談ダイヤル」の件数は減りましたが困難ケースの相談が増え、弁護士相談等へのつながりを意
識した対応を進めました。
若者支援事業ではインターンシップでの協同組合同士や学生との運営構築が進み、また奨学金伴走支援事業では伴走支援団
体の増加に伴うネットワークづくりをパルシステム連合会と共に着手しました。
居住支援事業ではくらしサポート・ウィズの居住支援と全国居住支援法人協議会との連携が進み、相談対応の充実と研修会
や調査事業（国土交通省補助事業及び公益財団法人車両競技公益資金記念財団支援事業)等が活発に取り組まれています。
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つながりインターンシップ
＠協同 紹介動画はこちら👇

2022年度は主体事業を「相談事業」「居住支援事業」「若者支援事業」の
3つの柱に整理しました。

共催の「よいしごとステーション」とは、協同組合バンク運営協議会を通して協
同組合間協同の人材育成の基盤形成に向けて連携も進めています。

2022年度修了報告会

募金受付中!
※パルシステム組合員のみなさま
に支えていただいています
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↑

保育園の仕事がこんなに忙
しいとは思わなかったです。
でも、子どもの笑顔を見る
と頑張れました。とても楽

しかったです。
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居住支援事業

会員数は2022年９月末時点で272会員になりました。

入居につながったケース

９月3日にオンライン（同日アーカイブ配信）で実施しま
した。申し込み14名。
参加者アンケートでは、「東京にこのような支援がある
ことを知らずに悩みながら暮らしていました。今回のセ
ミナーの情報は心強く感じました。」
「身近に困っている人がいた時に、このような情報があ
れば少しでも手助けができると思い視聴しました。」な
どの意見がありました。

居住支援相談 2022年度上期49件
うち、住まい探し相談は43件あり、

民間賃貸住宅等への入居が
決まった方は4件でした。

9月26日、10月3日、10月17日、10月21日の4日間、のべ1073
名の参加がありました。
新たな住宅セーフティネット制度がスタートして5年、居住支援
法人は全国で589団体（９月30日現在）が都道府県より指定を受
けています。取り組み期間や対象者の違いにより求められる研修
ポイントも多様です。オンラインで各日テーマ性をもったプログ
ラムで実施しました。

全国3か所の開催に向けて準備を進めています。
11月21日石川県、1月16日愛知県
1月27日大分県にて開催予定です。

居住支援の推進のために、居住支援法人の立ち上げ
支援、運営や経営に関する知識や連携づくりに対す
るアドバイザーを派遣します。
今年度は応募15団体から5団体を選定しました。各
団体のヒアリング、オンライン交流会等を行います。

居住支援法人や居住支援に関わる団体
のための窓口。居住支援法人や事業者、
行政などと連携し、相談対応をしてい
ます。上期73件（前年度年間40件）
の相談が寄せられました。

「包括的居住支援の確立及び実現に向けた調査研究」
公開研究会 8月23日「日本の居住支援に他国からの学
びを活かす」には117名、9月19日「居住支援の制度確
立に必要な政策のあり方と実践からの制度改革への期
待」には76名の参加がありました。

「支援付き住宅調査事業委員会」では、支援付
き住宅についての調査を進めています。

相談事業

くらしサポート・ウィズ

長谷川 みず穂 ６月入職
全居協の事務局を担当しています。
以前は、若年女性支援事業に携わっておりました。
居住支援については知識不足のため、沢山勉強
して住まいに困っている方の力に少しでもなれた
らと思っています。趣味は旅行とラーメン巡りです。
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2020年度～2022年度上期までの相談件数の推移


